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う
わ
さ
に
聞
く
、「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
」
の
実
態
が
知

り
た
い
！

　
２
０
１
３
年
８
月
、Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
の
活
動
は
計
３
回
。

う
ち
１
回
は
、
学
習
塾
ノ
ア
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

企
画
。
在
タ
イ
日
本
人
の
子
ど
も
が
多
く
参
加
す
る
こ

と
で
有
名
な
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
で
す
が
、
実
際
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
？　
ニ
コ
ラ
ボ
は
改
め
て
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｎ
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
ニ
コ
ラ
ボ
が
見
た
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
は
、
海
外
で
の
子
ど

も
の
成
長
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
体
験
型
の
教
育
活
動
。
明
確
な
教

育
理
念
に
根
ざ
し
、「
学
び
」と「
気
づ
き
」そ
し
て「
感

謝
」
を
大
切
に
し
た
教
育
の
場
で
し
た
。

　
大
自
然
の
な
か
で
、
自
然
の
恵
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
体
感
す
る
と
、
子
ど
も
の
中
身
は
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
り
ま
す
。
自
分
の
足
で
歩
く
よ
う
に
、
自
分
の
力
で

生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
具
体
的
な
「
夢
」
を
持
つ

こ
と
で
、
未
来
へ
の
地
図
が
手
に
入
る
と
い
う
こ
と
。

自
分
は
い
ろ
ん
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。

　
そ
れ
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

ど
ん
な
体
験
を
し
て
い
る
の
か
。
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
ポ

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

移動は寝台列車と VIP バス ピタック島のビーチボーイズ！ 母子 2 代にわたってスリンで植林してい
ます。

小 3 生のお姉ちゃんは、中学生になりま
した。

うちの子、こんな体験をしてたの！？

子どもが変わる、そして親も変わる。

「成長ものがたり」SAWANの秘密
取材協力：SAWAN THAILAND
撮影：川崎憲仁／安藤理智

特集ナビゲーターのポワン
ちゃん（♂）。SAWAN タ
イランド・オリジナルキャ
ラクター。タイと日本の架
け橋として活躍中。
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★ EM ボールが臭いというこ
とは、菌が生きているというこ
とを学んだ。( 小 1 女子 )
★ EM 菌をはじめ、微生物の
パワーのすごさに驚いた。EM
ボールを知ってから、家でも
EM 菌入りものや、自然に分解
されやすいものに意識が向くよ

うになった。( 小 5 女子 母 )
★ＥＭボールを海に投げる時、
自分の夢を言いながらそのまま
桟橋から飛び込んだことが楽し
かったらしく、その話をたくさ
んしてくれました。本人いわく

「勇気と自信がついた」そうで
す。( 小 4 男子 母 )

夢も一緒に海に投げ込め

海を浄化！
EM ボール

【SAWAN 活動グッズ】 （写真右）ヘッドキャップ・ペットボトル入れ・リュックはそれぞれスリン・
チェンマイ ( ラフ族・リス族 ) といった OTOP の特注品。年間 100 個単位での購入し、支援して
います。T シャツは、支援企業のロゴが入った特注シャツ。

ボールと一緒に自分の夢を叫びなが
ら飛び込みます。

成長の証 毎回、誰かの歯がぬけます。 次世代は私たち中 2 が引っ張ります。 ドラゴンボール探しで 1 個ボールをゲッ
ト。残りもいただきダー -

夕飯は僕にまかせて

班は縦割り。初めて出逢った仲間と、最初
は名前憶えゲーム。時には喧嘩をしたり、意見
がぶつかったりするけど、最後はみんなで最
高の班をつくっていくよ。

SAWAN 基地ピタック島はエコの島としても有名。島では EM 菌
の泥だんごを作り、海に投げて浄化する事で、漁場をつくっているん
だよ。子供達は自然界のサイクルを考えながら、EM 団子を海に向かっ
て夢を叫びながら投げるのが SAWAN では恒例行事。勢い余って EM
団子と一緒に飛び込んじゃう子も！

★普段はアパートでも同じ年
頃の子で集まって遊びがちな
ので、いい経験だったと思い
ます。中学生になった時どう
行動すべきか、どんな中学生
になりたいか、何か感じてく
れていたらいいなと思いまし
た。( 小 6 男子 母 )
★小一だった僕は、よくふざ
けて迷惑をかけていた。小三
になった僕は、一年生の時の

僕が恥ずかしくなった。( 小
3 男子 母 )
★高学年になり、人をまとめ
ることの難しさを身にしみる
ようになった。「率先して人
の嫌がる作業を担当するよう
にしないと、誰もついてきて
くれない。」それを行動に移
すしか、今の僕にはできな
い。できることを一生懸命に
やる。( 中 1 男子 )

大切な想い出は、班から始まる。

班決め

★親と一緒だと、言葉が分ら
ない、恥ずかしいなどと言い、
自分から知らない人、まして
や言葉の伝わらない人の中に
行くなんて考えられません。
SAWAN なら自分から行くこ
とができるのであれば、そうい
う機会をたくさん持たせてあげ
たいです。( 小 3 男子 母親 )
★この国（タイ）では、私たち
日本人は外国人です。でも、多
くのタイ人に親切にしてもらい

生活しています。自分たちと違
う習慣、特徴、いいところなど
たくさん見つけてもらって、違
うところがあって当たり前、と
認めてもらいたいです。( 小 3 
男子 母親 )

言葉は通じなくても心はひとつ

交流会
日タイ合同チームでゲームをします。勝った時はいっしょに喜びます。

息子がタイ人の中に一人で入って肩を組んだり話しをしている写真を見てビッ
クリ。そんなことできるんだーーー

タイの子供達との交流は「異文化理解
教育」としての活動なんだ。「違う」を認
めて、「共通点」をみつけ、良い部分を融
合していく事を学ぶ機会として考えられ
ているんだ。
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★田植えをすることは、貴重な経験だ
と思います。親の私も未経験です。田
植えについて、祖父母に自分の体験を
語り、祖父母から昔の話を聞いたりと、
お互いの経験を知る貴重な機会となり
ました。( 小 6 男子 母 ) 
★日本に帰国し給食になり、クラスの
食缶が空にならないことにショックを
受けたことを聞きました。私も「命あ
るものを丸ごといただく」ことを考え
て、食材を選び、調理することを心掛
けるようにしています。(小6男子 母)
★鶏裁きを見るのは、とても辛いこと
だったようですが、食べ物を大切にし
ようと言う気持ちが芽生えたようで
す。その時のお肉はとても美味しかっ
た、と今でも印象に残っているみた
い。その一部始終を見たことによって、

じっくり味わって食べることもできる
ようになりました。( 中 1 女子 母 )
 ★始めは「うちの子に鶏さばきは大丈
夫かな？」と心配しました。SAWAN
の仲間と体験することで、子供の感情を
経験者達が受け入れてくれて、この体験
を通して何か得るものを感じたようで
す。一緒に行った仲間と話をするときは、

「鶏裁きも楽しかったね」と表現したり
していましたが、家で一人の時は記憶が
鮮明に残っているようで、「かわいそう
だったけど、自分が生きていくためには、
動物の命を頂いている」などと話をする
ので、命の尊さを感じたようで
す。食べられないと言って、簡
単にゴミ箱に捨ててはいけない
と、身を持って知ったみたいで
した。(小3 男子  母)  

命の大切さを学びます。

農業体験

潮の満ち引きを何度も乗り越えて根
を張ることができた種。自然界での
植生率は 20％、植林では 80％に。

｢ごめんなさい。ありがとう｣ を一緒に言います。次の日の朝、お墓をつくり
ました。

スリンには日本の消防車が活躍中 団旗を掲げて整列 ４人足したら、参加回数５００超え！！ 誕生日を迎えた子を一緒に祝います。

心に植えよう枯れない花を

★地球の空気を綺麗にしてい
る、という実感を味わった。そ
こに自分が関わっていることを
誇らしく思った。( 小 6 女子 
母 )
★自分はただ用意されている樹
を植えているだけだと、数回参
加して感じた。種から苗にして、
草を刈ったり、どれだけの多く
の準備が必要な事を知ると、心
を込めて植えるという意味がわ
かってきた。( 高 2 女子 )
★旅行先の海でマングローブの
種を見つけ、お友達を誘って一

生懸命、種を拾っては海にかえ
していました。私もマングロー
ブの種が細長い形をしているこ
とは知らず、一緒に海に投げ返
していました。( 小 3 男子 母 )
★子供達は「地球の環境を守り
たい」と言っています。樹を植
えて森になる、生き物が住める
ようになる、豊かな環境になる
ということがだいぶわかってき
たようです。地球には無駄な生
き物はいないよね、と。だから
命ある物すべてを大切にしよう
と話しています。(小6女子 母)

植 林

SAWAN の軸になる　 二つの活動って？

SAWAN の活動の原点である植林。必ずどこに行っ
ても、現地の人達と一緒に樹を植えるよ。今できるこ
とをしながら、地球のこと、将来の事を考えられると
いいな。地球に生かされている、共利共生していると
いうことを知ってほしいね。

いただきます。もったいない。命の大切さ、を農業体験の中で学ぶよ！　鶏さばきは、
生き物を裁くことを勧めているんじゃないんだ。怖かったり、気持ち悪かったりする子は、
しなくていいんだよ。僕もいつも遠くからみているだけだもん。「何でも好き嫌い言わない
で食べれる子にしてください」ってお母さんに言われるけど、食生活の元は家庭にあるよね。
SAWAN で学ぶことは、命の恵みをムダにしないこと！「食べられるだけ皿にとりなさい。
決して残飯にしないこと。おかわりは 100 回まで！♪」だね。食べ過ぎは注意だよ。
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【トピックス】
小 3生が一人で飛行機に乗って参加した。 みんなの前で堂々と発表しよう。

初ひとり旅…

毎回今までの夢マップを専用のケースに入れて持っていきます。過去を振り返りなが
ら自分の成長を感じながらマップを描くことにしています。( 中 2 女子 )

ペナンからきたよーー

SAWAN 活 動 は 3 月・8 月 12 月、
バンコク日本人学校の終業式・卒業式か
ら 4 日間程度、タイ国の 3 連休で実施
しています。
その他 SAWAN ACADEMY の活動
として教育講演会・展示会・ワークショッ
プの活動を実施しています。SAWAN
活動に興味がある方はメールでご登録く
ださい。活動情報をお送りいたします。

【お問合せ】
sawanthai@gmail.com（サイタ）
http://sawanthailand.com 「潮が引いていれば歩いて渡るよ 「よっしゃーー！」

★はっきりした夢がなく、「こん
なことするなら行きたくない」と
言いだし、心配して送り出しまし
た。帰ってきて感想を聞くと、夢
マップ作りはとても楽しかった！
♪
★幼稚園の頃からパイロットにな
る！と聞いていましたが、一体何
を書いてくるのか？ 想像がつき
ませんでした。１年生の夏、初の

「夢マップ」は沢山の飛行機の写
真、そして簡単な絵と文章でした。
回を重ねていくうちに「何歳で何
をする」と具体的に説明ができる
ようになってきて、最近では子ど
もが今、こんなことも考えている
のか、と驚くと同時に毎回、詳し
さが増してきているので楽しみに
読んでいます。夢マップは全て記
念にとってあります。本人も毎

回、夢を実現するために必要なこ
とを考えているうちに、どんな経
験や勉強が必要で、具体的に今何
を頑張れば良いのか？ を自分で
考えるようになってきました。毎
回パイロットの夢を書き続けてい
ますが、最近「SAWAN の団長
になる！♪」という夢も書き加え
られるようになりました。きっと
団長や色々な分野の先生方、大学
生など、親以外の大人との関わり
を通して、自分も将来こんな風に
なる！と理想を描けるような出会
いや体験が多々あったのだと思い
ます。( 小 3 男子 母親 )
★リビングの壁に貼って時々本人
も眺めています。自分の将来に思
いをめぐらせてみるのは悪くない
と思います。

夢を描くって、どういうことかしら！？

夢マップ

★特技を人前で披露できることは素晴らし
いことだと思います。特技とまで言わなく
ても、何かアピールできるものがあるとい
いなと思います。出来ない！と言って、場
の雰囲気を壊してしまうことのないよう
に、また見る側もどんなものに対しても、
拍手を送れる人になって欲しいです。
★「人前で話しをしたり、何かをしてみた
い」と言わない息子が参加をしたいという
ことにビックリしました。お友達がしてい
る姿にかっこいいと思ったのでしょうか、
みんなが応援してくれる環境はとても心の
強みになりますね。どんどん参加してもら
いたいと思います。

夢祭り

SAWAN の軸になる　 二つの活動って？二大看板！

まずは何のために描くのか？ なぜ夢があった方がい
いのか？ を話します。先に強い目標があると、目先に
起こる事は全て通過点となり、ドキドキしないで平常
心で進むことができる。目先の事に一喜一憂すること
なく、自分の力が発揮できるんだね。

特技がある子は披露します。歌・けん玉・ルービックキューブ・
バレー・チアリーダー etc 一生懸命披露します。学校ではしたこと
が無いのに、ここではできるんだね。だって誰も冷やかしたりする
子がいないから、恥ずかしくないもんね。それに、見ている子はプ
ロの応援団だから温かい拍手の渦でいい気分さ。もりあげていこー！

今年の８月中旬にシンガポール
へ転居。最後のSAWANになっ
てしまうな…と思っていたら、
帰ってくるなり「８月も絶対に
行く！」と断言。シンガポール
から参加するには、どんなこと
が必要か、何をしたらいいか？　
団長や周りの大人の意見を聞き
ながら、本人なりに色々な方法
を考えていました。単なるワガ
ママを言っている訳ではない、
もし一人で行けたら自信、やる
気のエネルギーを充分蓄えて、
新生活がスタートできるに違い
ない…　どんなに忙しくても、
今しかできないことを手伝って
やろう！　という気持ちにさせ
られました。本人にとっては一
人で飛行機に乗ることも、親の
助けなしに身の回りのことを

することも「SAWAN に行く」
という目的を達成するための過
程であって、一大事とは全く感
じていなかったよう。やってみ
れば意外とできる！という事
と、自分に何が足りないか？（空
港スタッフとの意思相通が英語
でうまくできなかった事）が大
きな気づきだったようです。こ
の体験を通して、挑戦してみる
こと、その中から気づくことが、
私たち親子の大きな成長の第一
歩になったことを再認識しまし
た。( 小 3 男子 母親 )

「ひとりでよく来たな！」 「ウン」


